
Ver.5.14 バージョンアップ情報(2017/02/08) 

LandForms シリーズ(Ver.5.14)の主な変更点は以下のとおりです。 

詳細は次ページ以降をご参照ください。 

 

 

新オプション 

● 出来形管理オプション(i-Construction 対応) 

・ヒートマップを作成し i-Construction に準拠した出来形帳票を作成する機能を追加 

バージョンアップ 

● GeoForm 

・「設定」と「作業フォルダ選択」機能のアイコン化 

・3D表示中の IP 入力に対応 

● ビデオ鳥瞰 

・オブジェクト設定に機能を追加 

● 横断計画 

・法勾配が異なる区間の連続補完機能を追加 

徐々に勾配を変化させ、法勾配が異なる区間を補完する機能です 

● DATA Cleaner 

・円フィルタの端点編集機能追加 

● その他不具合修正 
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新機能・新要素 

 出来形管理機能を追加 

i-Construction に準拠した出来形帳票を作成する機能を追加しました。 

出来高数量を算出・ヒートマップを表示し、帳票用の数値や画像データを作成します。 

 →  
画面左側のメニューに「出来形」が追加されました。 

クリックすると画面右側に出来形管理メニューが表示されます。 

基本の操作の流れ 

1. 現況地形の観測データおよび計画モデルデータを用意します。 

2. 上記で作成したデータを出来形管理表ダイアログで読み込みます。 

3. 各設定を登録して出来形判定を行い、管理図表データを作成します。 

①判定方法、規格値を登録します。 

②天端線、法線、小段線を登録します。登録時に参照できるファイルは以下のとおりです。 

・LandForms の計画機能で作成したパラメータファイル 

・平面図DXF 

・他社ソフトで作成したデータ 

4. 出来形合否判定総括表を作成します。 

作業イメージ 

出来形管理表ダイアログにデータを読み込む 天端・法面を登録する 

  

出来形判定を行い出来形管理図表データを作成 出来形合否判定総括表を作成 

  

詳細は別紙を参照してください。  
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追加・変更・修正 

 追加  

 共通 

・ 48bit カラーのデータの取り込みに対応(DATA Cleaner、XYZ-MESH) 

 GeoForm 

・ ツールバーに「設定」「作業フォルダ指定」のアイコンを追加 

 
：設定ダイアログ(パラメータ設定、色設定、保存確認メッセージ)を開きます 

：作業フォルダを指定するダイアログを開きます 

・ 「作業フォルダ指定」 

フォルダの指定ダイアログに、フォルダのパスを直接指定する入力欄を追加 

・ 「路線一覧」 

「点名変更」「幅杭変更」の機能を追加しました。 

 

点名変更 

LandForms の「路線計算」で作成した路線データの

No 杭・プラス杭の測点名を一括変更します。 

幅杭変更 

路線横断測点の左右の座標を幅指定で変更、もしくは

ランダム点外周の交点座標を算出し変更します。 

点名変更の操作 

 

点名変更ボタンをクリックすると、左のダイアログが開きます。 

変更したい箇所を編集し、適用ボタンをクリックします。 

各要素の変更方法については、下記の例を参照してください。 

 

「路線計算」を行った状態 

→  

プラス杭変更の「NO追加」にチェ

ックを入れると、プラス杭の点名

が左のように変更されます。 

→  

文字：Sta 

番号間隔：100.000 

「NO杭変更」にチェックを入れる

と左のように変更されます。 

プラス杭変更の「NO追加」にもチ

ェックが入っているため、プラス

杭の点名も変更されています。 
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→  

文字：No 

番号間隔：20.000 

追加距離：12.524 

(↑ブレーキNo 杭の先頭距離) 

上記の設定でプラス杭変更の「NO

追加」にチェックを入れると左の

ように変更されます。 
「プラス杭」でブレーキの 

No 杭追加距離を入力し、 

「路線計算」を行った状態 

幅杭変更の操作 

 

幅杭変更ボタンをクリックすると、左のダイアログが開きます。 

変更したい箇所を編集し、適用ボタンをクリックします。 

各要素の変更方法については、下記の例を参照してください。 

 

左・右の数値を指定すると、横断

幅が変更されます。 

 

行を指定している場合はその行の

横断測点のみが変更されます。 

指定していない場合は全ての横断

測点が変更されます。 

 
外周交点を指定すると、外周まで

の横断幅に変更されます。 

行
を
指
定 
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・ 「ランダムデータ外部出力」 

三角網を Xファイル形式で出力できる「Microsoft DirectX 形式 出力」機能を追加 

・ 「ファイル」→「メッシュ」→「メッシュ土量クリップボード出力」 

メッシュ座標が 20000 点以上になる場合はファイル保存選択を表示 

 ビデオ鳥瞰 

・ 「オブジェクト設定」 

以下の機能を追加しました。 

配置オブジェクトの出力機能 

配置オブジェクト(Xファイル)の「ランダム点で出力」「DXF で出力(3DFACE)」機能を追加 

 

表示リストのオブジェクト名を右クリックするとメニューが表示されます。 

該当項目をクリックし、保存先を選択すると保存されます。 

「ランダム点で出力」 配置したオブジェクトをランダム点(RND)と

三角網(TIN)のデータとして出力します。 

「DXF で出力(3DFACE)」 配置したオブジェクトをDXFデータとして

出力します。 

※複数のオブジェクトを選択して出力すると、一つのファイルとして出力され

ます。 

※VXファイルのオブジェクトは出力できません。 

 一つのオブジェクトを選択して出力 複数のオブジェクトを選択して出力 

出力する 

オブジェクトの 

選択 

  

ランダム点と 

三角網データの 

読み込み例 

  

DXF データの 

読み込み例 
  

オブジェクト名を 

右クリックして 

メニュー表示 

複数選択状態 一つ選択状態 
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配置条件 

オブジェクト配置時に条件を指定して配置します。 

※下の図解はオブジェクトの不透過率を下げ、ワイヤーフレームで表示しています。 

 

 

・フリー 

任意の位置に配置し

ます。 
 

・面に垂直 

面に対して垂直に設

置します。 

 

・端点上 

近くに端点要素があ

る場合、中心を端点上

に配置します。 

 

・垂直 

初めにモデルに設定

しと垂直方向に接地

します。 

 

・線上 

近くに線要素がある

場合、中心を線上に配

置します。 

 

・線と平行 

線要素と平行に設置

します。※線上配置の

場合のみ 

高さ強調有効 

「座標設定」で高さ強調を行う際に、配置したオブジェクトにも適用するかどうかを設定します。 

   

高さ強調：1倍 高さ強調：3倍 

不透過率 

オブジェクトの不透過率を設定します。 

   

不透過率：100% 不透過率：50% 

・ 「面設定」 

テクスチャとして使用可能な形式を追加 モノクロ BMP、TIFF、PNG、GIF 形式 

  

強調無効 

強調有効 

強調した比率で 

表示される 
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 横断テキスト 

・ 「横断測点→縦断出力」 

横断データの指定した横断位置の標高値を計算して縦断データとして出力できる機能を追加 

(「ファイル」→「横断測点→縦断出力」) 

 横断計画 

・ 「連続処理」の法指定・定規図指定に「変更なし」を追加 

一度連続処理済みの区間を再計算する際に変更なしに指定すると、その区間は法・定規の変更を行わず、

前の結果が保持されます。 

・ 「連続処理」の法指定に「勾配変化」を追加 

勾配が異なる 2つの区間がある場合、その 2区間の間の勾配を計算する際に指定します。 

 

 

 

 

1.一つ目の区間の連続処理設定を登録します。(上図連続処理一覧のNo.1 の行、断面1から 44 の区間) 

2.一つ目の区間と異なる勾配の区間の連続処理設定を登録します。(同じくNo.2 の行、断面 58 から 98 の区間) 

3.二つの区間の間の連続処理設定を登録します。(同じくNo.3 の行、断面 44 から 58 の区間) 

この時、勾配変化をさせる要素(上図の場合は左盛法・切法)の指定の際に「勾配変化」をクリックします。 

勾配変化を指定した要素の表示は TRF となります。 

※勾配変化区間の開始断面と終了断面は、以下のとおりにします。また、それぞれの横断に勾配の違う法が登録され

ている必要があります。 

開始断面：前区間の法を登録した最後尾の断面番号   終了断面：後区間の法を登録した先頭の断面番号 

4.連続処理を開始します。2つの区間の勾配は、前後の勾配に合わせて徐々に変化するように計算されます。 

 TIN 変換 

・ 高さ誤差の指定に「誤差判定なし」を追加 

建物などのモデルを読み込む際に、誤差判定を行うと壁面が欠落することがあります。その場合は「誤差

判定なし」で読み込みを行ってください。なお「誤差判定なし」で変換すると土台面は作成されません。 

 XYZ-MESH 

・ カスタムテキスト読込に対応 
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 DATA Cleaner 

・ 「エリア設定」 

横断計算時に無効点を除去せず計算に含めることが可能になりました 

 

従来は横断計算を行った際、既存の無効点は断面から除外されていました。 

新しい項目「無効点を断面から除去」のチェックを外して横断計算を行うと、無効点を含

めて計算・表示します。 

・ 「円フィルタ」 

フィルタ開始位置の端点編集機能を追加 

従来の円フィルタ動作 開始位置を編集した場合の円フィルタ動作 

 

↓フィルタを実行 

 

 

↓フィルタを実行 

 

フィルタ開始位置を編集する 

   

1. あらかじめ、エリア設定・横断計算を行い、「断面」ダイアログを表

示させておきます。 

※端点位置(赤・黄色の線)が表示されていない場合は、マウスのホイールボ

タンをクリックすると表示されます。 

2. 画面右側メニューの端点位置で、移動させたい側をチェックし、移

動距離を入力します。ダイアログ上の黄色の線が距離に合わせて移

動するので調整します。 

※開始位置の端点編集はすべての断面に適用されます。 

3. をクリックすると、フィルタが適用されます。 

をクリックするとフィルタ適用前に戻ります。 

 

  

端点移動なし 

最も端の点から 

フィルタ適用 

端点移動あり 

黄色の線から外側は

すべて無効点 

樹木と考えられる 

ランダム点 

端点=フィルタ開始位置 

フィルタにかかるので無効点にならない 

地形の端点 

黄色線=指定した端点位置=フィルタ開始位置 

赤線=本来の端点位置 

フィルタにかからないので無効点となる 
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断面ごとに端点を編集する 

 

↓一点削除 

 

断面ごとに端点を編集する場合は、 または

で調整します。 

 

をクリックすると、フィルタ適用後の有効点を

端から一つずつ無効点に変更します。 

 

をクリックすると、 で無効にした点を

一点ずつ有効点へ戻します。 

また、円フィルタ機能の一部であるため、円フィルタの

をクリックしても元に戻りますのでご注意ください。 

 

フィルタ開始位置の編集を行うと、すべての断面の開始位

置が変更となります。 

一部の断面のみ編集する場合は端点調整で対応します。 

 

  

フィルタ開始位置を編集しなかった

ので有効点のまま 

クリックすると 

一点ずつ無効点になる 



   

 

Ver.5.14   9 / 12 

 

株式会社 アイ・エス・ピー  営業時間：9:00～17：00（土日祝日・年末年始は休業） 

本社：TEL 011-614-3811  FAX 011-614-3817   東京：TEL 03-3393-6041  FAX 03-3393-6042 

ホームページ：http://www.ispland.co.jp   E メール：postmaster@ispland.co.jp 

GeoForm 
  &LandForms 

 変更  

 共通 

・ 点名「_C」のついたランダム点を大量に含むデータの処理速度の改善(鳥瞰図・ビデオ鳥瞰共通) 

 GeoForm 

・ メニューバーの内容区分を変更 

「設定」メニュー内の一部の機能を新設の「ツール」メニュー内に移動し、パラメータ設定と色設定を一

つのダイアログにまとめました。 

「ツール」メニュー内に移動した機能 

 

座標変換ユーティリティ 

変化量出力 

TIN データ変換 

データクリーナ 

XYZ メッシュ 

設定ダイアログの変更と統合 

「設定」メニューをクリックすると直接設定ダイアログが表示されます。 

旧画面  新画面(設定ダイアログ) 

 

パラメータ設定 

 

色設定 

 
一つの 

ダイアログに 

統合 

  

 

 

・ 「IP 入力」 

3D表示中でも端点(DXF)とランダム点を参照して IP 点の入力が可能になります。 

・ 「ランダムデータ外部出力」 

STL 形式出力時に土台面(外周に沿う垂直面)を付けて出力するか選択肢を表示(ファイル名入力後) 

・ 「段彩表示」縞段彩の配色ボタンをアイコンへ変更 

→  

左から、青赤階調・白黒階調・緑階調・赤階調・地図階調・ヒートマップ 

各アイコンにマウスカーソルを載せると階調名が表示されます。 
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・ 「簡易断面」 

三角網計算を行っていない場合の簡易断面ダイアログと操作手順を変更 

 →  

1. 抽出幅を設定します。 

※抽出幅：2点間を直線で結んだとき、2点間上とみなす幅 

2. 断面を切る 2点をそれぞれクリックします。 

 

3.「簡易断面」ダイアログが表示されます。 

条件を変えるとダイアログ上の簡易断面に反映されます。 

続けて違う個所の簡易断面を表示させる場合は、ダイアログ

は閉じずに、新たに 2点をクリックします。 

抽出幅を変更する 

 

抽出幅の数値を入力し、「Enter」キーを押すか再計算ボタンをクリックすると、新たな抽出幅

で断面を計算します。抽出幅の数値を変更したのに再計算がされていない場合は、再計算ボタ

ンの色が変わります。 

結線方法を変更する 

結線方法を選択するとダイアログ上の断面に反映されます。※再計算は必要ありません。 

従来のチェック方法 対応する結線方法 主な使用場面 

  

 

地形 

  

 

構造物 

(トンネルなど) 

  

 

構造物 

(トンネルなど) 

 ビデオ鳥瞰 

・ 「ルートファイルを開く」 

ルートファイル選択後「走行設定」ダイアログが表示されるようになりました。また「走行設定」ダイア

ログ表示中は「ルートファイルを開く」メニューが選択できなくなります。 

 横断計画 

・ 「ランダムデータ出力」 

間隔指定の小数桁を 1桁から 2桁に拡張 

・ 「比較用横断データ読込」 

横断中心有効の場合、FH の値を読み込んだ横断中心標高とする 

 XYZ-MESH 

・ 扱える点数の上限値(20 億点)を設定  

抽出幅 結線方法 
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 修正  

 共通 

・ 色付きランダム点が 4096 点以下だと正しい表示ができない場合がある(鳥瞰図・ビデオ鳥瞰) 

 GeoForm 

・ 「外部データ読込」 

LandXML 形式のファイルを読み込む際に要素名に重複があると同名の最後の要素しか読み込めない 

・ 「LandXML 形式 (xml) 出力」 

中抜面を出力する際に面インデックスがマイナスの値で出力される 

・ DXF の文字列で全角文字が文字化けする場合がある 

・ 「DXF座標情報」 

標高値を一括登録する際に標高値欄に小数値が入力できない 

・ 「一括編集」 

多角形の平面選択で「Shift」キーを押しながら登録するとダイアログが表示されない 

・ 「スライス数量」→「面積計算」 

ランダム点数が 2000 点未満の場合、等高線が計算されず面積値が 0.0 となる 

 ビデオ鳥瞰 

・ 「計画データ追加読み込み」 

計画データを読み込むと点群データが消えることがある 

・ 「面設定」 

テクスチャ登録でフォルダの違う画像ファイルを読み込んだ際、位置情報ファイルが読み込まれない 

ワールドファイル(bpw、jgw、tfw、pgw)が読み込まれない 

・ 読み込んでいる RNDファイルのサイズより大きいサイズの Xファイルを配置すると表示が欠ける 

・ 「配布用データセット作成」 

複数の RUT ファイルを含むデータセットを作成しようとすると、一つの RUT ファイルの内容しか含まれ

ないセットが作成される 

・ 「表示詳細設定」 

霧の濃さスクロールバーの右ボタンが動作しない 

 横断テキスト 

・ 貼付で 3000 点以上の点を取り込むと強制終了する 

・ ODNファイル読み込み時に無効情報がずれて表示される 

 横断計画 

・ 「ランダムデータ出力」 

造成用補助測点作成機能を使用して作成した線形データをを出力すると補助側線の点が出力されない 

造成用補助測点を含むデータで行うと拡張部分に余分な点が出力される 

・ 「法座標」 

新規入力時に入力制限がかかる 

・ 「比較用横断データ読込」 

横断中心有効状態でも無効とみなされ垂直線が作成される 

垂直線作成時、距離が 1mm以下だと垂直線が作成されず「土量計算」で面積値が 0.0 になる 

・ 「路線立体表示」 

BP マイナス測点を含むデータが正しく表示されない 
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 等高線作画 

・ 「DXFファイル作成」 

メッシュ間隔が短く文字が小さい場合、文字の位置がずれる 

 縦断図 

・ 「DXF出力」 

縦断表の縦断区切り線表記で追加距離に端数のある測点の位置がずれる 

 メッシュグラフ 

・ 1 メッシュの中に 64 点以上の外周点があるデータを読み込むと強制終了する 

・ BMPファイルの画像位置情報ファイル(MPI ファイル)が異なる座標で作成される 

 変化量出力 

・ ファイル名に「.」(ピリオド)が入っていると、ファイル名を正しく読み取れない 

 DATA Cleaner 

・ 高解像度の表示環境でツールバーが隠れてしまう 

 XYZ-MESH 

・ 「データ読込」 

「取り込み設定」ダイアログのメッシュ分解距離の初期値に関する不具合 

「取り込み設定」ダイアログの最大読込点数にマイナス値が出る 

 GeoView 

・ テキストフラグのリンク機能が動作しない場合がある 
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